
2019年度ヒューマンキャンパス高等学校 学校関係者連絡会議 議事録 

   

１、開催日時・会場 2020年 7月 8日（水）12:00～13:00  ヒューマンキャンパス高等学校２F講堂 

２、参加者 ①名護市久志支所（吉田支所長・山城係長   ②三原区（ 伊波安志区長 ） 

       ③わんさか大浦パーク（管理者深田・地域交流員江利川）④名護市会議員当地区選出 

（東恩納琢磨議員）⑤カヌチャホテル（比嘉一幸総務課長）⑥名桜大学（嘉納英明教授 教員養成支援

センター）⑦学校 （校長:仲地暁 事務長：兼本淳 教務主任：與儀智也 スクーリング班） 

３、学校運営報告（ヒューマンキャンパス高等学校名護本校 校長 仲地暁） 

(1)2019年 8月 3日 学校創立５周年記念事業 （久志支所ホール） 

 参加者（180名） 名護市（市長・教育長・教育課長・久志支所長・交流施設わんさか大浦交流員・三原区長） 

 久志地区区長会・名護市市会議員・宜野座村議会議員・今帰仁村議会議員 

・沖縄県政策参与 吉田勝廣様 沖縄県議会議員・元沖縄県教育委員会教育長 大城浩様  

・元名桜大学長 瀬名波栄喜様・久志地区地域支援委員・退職校長会・カヌチャホテル関係者 

(2)2019年 9月 11日 沖縄県私立学校審議会において、定員増 6,000 名申請が適正なものであると認可 

       2014年 1､400 人でスタート→2020年 7 月１日現在 3,906 人（定員 6,000 人） 

 (3)2019年 10月 17日（２泊３日）佐藤学園全体研修会（名護本校・カヌチャリゾートホテル宿泊） 

①目的：各事業部間の交流・グループ各事業の相互理解・名護本校校舎施設見学 

②内容：１日目本校見学・エリア担当調整会議 ２日目 危機管理・労務管理 

(4)2019年度名護本校スクーリング（第 1 回～第 16回 1500人参加 2020 年度は 1600人予定） 

 ①本校スクーリング生徒満足度 90％以上を確保 

②地域交流・カヌチャリゾートホテル宿泊で高い満足度を活かした実践 

(5)2020年 1月 22日沖縄県総務部総務私学課 本校スクーリング視察 

   訪問者 ： 宮平班長・知名主任・島袋職員（就学支援担当） 

 (6)2020年 2月 28 日県労働商工部アジア戦略課訪問（森 AA・校長） 

 ①タイ・バンコク進出にむけ、東南アジア県事務所のネットワーク表敬訪問 

 ②バンコク日本人学校・ベトナム日本人学校８ハノイ・ホーチミン）の情報収集 

(8)その他（地域連携）①久志支所②交流施設わんさか大浦パーク③名桜大（7/22 出前授業 職員募集） 

(9)その他（地域貢献）①星空教室②運動場・駐車場の開放③三原区（草刈り）④地域行事参加 

４、連絡会のまとめ（意見・感想・提案 など） 

 ①県外の高校生が三原本校スクーリング来校し、久志地区、三原区が明るくなった（区長） 

 ②校内美化作業委託で雇用に助かっている。区の成人会の予算に加え、いろいろ活用している（区長） 

③体験活動（農業・区内清掃・植樹など）を高校生と合同交流開催を要望する（区長） 

④わんさか大浦パーク施設（食事提供、マングローブ散策、カヌー体験）の更なる活用を希望（当校・わんさか） 

 ⑤授業で地域人材（郷土料理・エイサー）に積極的な活用・交流を進める（学校・わんさか） 

 ⑥毎回、学校関係者連絡会議の開催で学校の様子がわかる。今後の地域活性化に大いに貢献している(名護市)  

⑦名護市の社会行事・地域行事への職員、生徒の積極的な参加を、引き続き、お願いしたい（名護市） 

 ⑧名桜大学の活用（施設・人材・交流）に期待、出前授業・ゼミ・就職など交流を継続したい（名桜大 嘉納教授） 

 ⑨カヌチャ利用に感謝、地域の活性化に寄与。今後は高校生の雇用の官学社連携を深めていきたい（カヌチャ）  

 ⑩学校跡地利用誘致事業の成功事例、及び毎回開催の関係者連絡会を議会等で報告した（東恩納市議） 


